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概要

公衆ネットワークの普及によって、デバイスが増加している。それに伴いソーシャルメディアの利用者がしてい
る。そして、SNS 等を用いて現実世界の人々の行動・思考がオンライン上に投稿され、多くの人と情報を共有する
ことで、互いに影響を及ぼし合っている。つまり、オンライン上を解析することで、現実世界の現象を分析すること
ができる。

1 研究背景

オンライン上を分析するため、ツイッター、ブログ

の書き込み件数、Googleの検索の件数、テレビの露出

度などのデータを分析することでヒット商品等の要因

を見つけ、他の商品等のヒットを予測することが可能

であると仮説を立て、鳥取大学の石井晃・デジタルハ

リウッド大学大学院の吉田就彦らによって提案された

ヒット現象の数理モデル [1] を用いた研究が行われて

きた。過去の研究には、映画や選挙、音楽配信などに

ついてヒット現象の数理モデルを用いた研究が行われ

てきた [2, 3]。

本研究では、関連のあるイベント同士がどう影響を受

けているのかを計算結果を見て考察していく。　

2 理論

検索の数理モデルでは、あるトピックについて関心・

意欲を駆り立てる要因として「宣伝広告の影響」「友人

からの影響」「街中での噂による影響」の 3つが考えら

れる。また、本研究では、文献 [3] による検索行動の

数理モデルを用いる。検索行動の数理モデルでは Blog

や Twitterでの当該の話題の検索数も考えて次のよう

に数理モデルをたてる。

dI(t)

dt
= cTV iATV i(t) + cNetNewsiANetNewsi(t)

+ cBlogiABlogi(t) + cTwitteriATwitteri(t)

+ DI(t) + PI(t)2 − aI(t) (1)

このモデルでは人々の興味関心の指数である I(t)を

GoogleTrends の関心度とし、従来のヒット現象の数

理モデルの広告宣伝の項には、Tv, ネットニュースの

影響しか加味していなかったが、第５項の Blog の影

響、第６項の Twitterの影響を追加している。

本研究では、この数理モデルで分析を進める。

3 研究対象

本研究では関連のあるイベントとして、クリスマス

と年末、バレンタインとホワイトデー、令和と平成を

ターゲットに「口コミ@係長」と「GoogleTrends」か

らデータを取得した [6][7]。

データ取得期間は、計算結果の bと aはイベントの前

後（before、after）を示している。各期間は約 10日間

でまとめている。

4 研究結果

図 1をフィッティング例として示す。

図 1 バレンタイン.ホワイトデー フィッティング結果

図 2から図 5はバレンタインの計算結果による各パ

ラメータの値である。

図 2 テレビによる
外的影響

図 3 ネットによる外的影響
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図 4 Blog による外
的影響

図 5 Twitterによる外的影響

図 6から図 9はホワイトデーの計算結果による各パ

ラメータの値である。

図 6 テレビによる
外的影響

図 7 ネットによる
外的影響

図 8 Blog による外
的影響

図 9 Twitter によ
る外的影響

5 考察

図 1から、バレンタイン、ホワイトデーともにイベ

ント日にはもちろんスパイクが発生している。また、

互いのイベント日の前後に小さなスパイクが発生して

いる。これは互いのイベント日にもう片方のイベント

の事を考えている、つまり影響を及ぼし合っていると

いうことだろう。

イベント前に影響を受けているのは事前の情報収集に

よるものだと考えられる。イベント後に目立った値を

とっているものはその後どうなったか気になっている

ことであることがわかる。

次に計算結果から各パラメータの考察をしていく。図

2から図 5からバレンタインは、テレビや Twitterか

らはイベント前に影響を受けている。また、ネットや

Blog からの影響はイベント後に大きな値が観測でき

た。テレビや Twitterでは今年の流行について影響を

受けているのだろう。

図 6から図 9からホワイトデーは、全体的にイベント

後に大きな影響を受けている。イベント前に目立った

値を取っているのはバレンタインの影響を受けている

のだろう。

また、令和と平成の計算結果では、令和が発表された

日と年号が変わった日にどちらもスパイクがあり、影

響を受けていることが見ることができた。各パラメー

タはやはり節目の日前後に関心が高まっている。ただ、

クリスマスとホワイトデーの関係とは異なる種類の関

係性だと計算結果から見ることができた。

。計算結果から、関連のあるイベント同士は互いにイ

ベント前後で影響を及ぼし合っていることが分かった。

今後は見えるだけではなく関係性を数値的に捉えれる

ような数理モデルを考えなければいけない。

6 まとめ

本研究では、6 つの関連するイベントの集まりを分

析した。そして、計算結果から互いにどういった影響

を与えているか考察した。その結果、互いのイベント

にどのように影響を受けているか見ることができた。

今後は数量的に互いの関係性を見ていきたい。
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